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(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のこと。 )
ヒトメタニューモウイルス(HMPV)感染に対する免疫応答の解析やワクチン開苑には、迅速
で借頼性の高い中和抗体価alJ定方牡が必要である。しかし、棚PVは培養細胞での増殖が遅く、
測定に1週間以上を要する。そこで、本研究では、測定時雨の大幡な恵籍を目的として、ウミ
シイタケ由来ルシフェラーゼ(RLuc)を発魂する組換え独伊Yを作成し、迅速な中和抗体飾馳走
方牡(NA-Rluc牡)の開発を辞みた。その結果、
1) HMPVのリバースジェネティクス鏡を確立し、ウミシイタケ由来ルシフェラーゼを発窺する
組換えけ肝V (r棚PV-Rluc/GFP)を作成し、野生株と同等の増殖能を碑乾した。.
2 ) rHMPV-Rluc/GFP感染糾時間後に、トt)プシン非存在下'tもRLuc活性を検出できた。
3)中和抗体N0.9による中和曲線は、 RLuc括性を持積としてもGFP発舞を指標としてもほぼ
同じであった。
4)ヒト血清23検体の中和抗体肪性・陰性の判定は、 NA-Riuc渉とNA-GFP法ですべて一致し、
中和抗体価は正の相関を撤めた。
以上の結果から、 NA-Rluc牡はこれまでの中和抗体価柵定乾の中で最も迅速かつ俄便な方法
であることが明らかとなった。
本輸文は、打肝Vの迅速かつ傭便な中和抗体価測定法を開発したものであり、最終拭験として
輸文内容に関連した拭閥を受け合格したので、博士(医学)の学位飴文に催するものと乾めら
れた.
(総字数　600字)
